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〔珍象！！〕土星環の再話失

木　邊　　成　麿

＊ ＊

（天界］78號一1936年2月一の府奪葉理學士の記事を参照されたい）

　6月末の清失　本年6月．98一一29日頃に起つた第一次の土星輪清刷は，次の如

き諸黙で，三田に下して自分はあまり期待を持って居なかった

　（1）　日食直後であ・る爲に天文蔓を初め，有力な器械の澹学者が不在であ

る事，

　（2）梅雨期である嘗め天候に不安があり，加へて早朝の槻測は一般の人

々に期待出來ない．

　（3）EIE2が同時に起る事．部ち滑失の前後に於て，日日の攣化が妙な

い・（天界第工78號第124頁の挿書参照のこと）

　以上の中，（1），（2）は地：方的（圭として本邦）ではあるが，（3）はどうして

見ても巳むを得なV・事なのである．

　結果　期待薄すの内に，其頃を迎へると，果して全國的な曇りに妨害され

た．所が，事實は拡て置き，第三の理由を前周（ユ921年）に此閉して見ると，

共の時には一旦地球が今までとは，輪の反回偶に移ってしまったので，Ei　1㌔

の闇には相當隔たりがあり，E，　E2の前後では，日日の角度の攣化が相當大

きかったので，10cmの望法語でもE，の起る3日前位までは認められて居

たのであった．然し假りに今圃の観測が晴天に恵まれて績行されて居たとし

ても，精度の黙では得る所が妙なかっただらうと思ふ，

　拡て今同の様子は，薗記の如く曇雨に災ひされたが，手許に集った断片的

な報告によれば，鏡繧工Ocm級のものでは6月15日頃既に見えなくなった．

19日（漕失の10日前）に15cmで見えるか，見えなV・かの程度（渡邊氏）であ

り，其後は杏として観測は途切れた．（26日花山天文豪σ）30cm屈折機で雲

を透して観測されて居るが勿論見えない．）7月上旬を渦ぎて11H（渡邊氏）12



天界188 土星環の再漕失 49

日（木邊）は明瞭に再現を認めて居る・だから結局纏った程の結果は得．られな

かったのである．吹に漕失前後の輪と地球軌道との角度を示せば，

　　　　輪の傾きナイ
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此の様な僅かの傾きでは，輪の厚み（極めて薄いもの

である）を眞横から見て居るのと攣りがないのである．

25周目値でも計算すれば，0．01秒角以下になって來る．

　無界の治失　12月28－9日である．御承知の如く，2月

號記事のS（太陽が輪の北側から南へ移る）の揚合であ

るから，EI　Eeの如きはスツポリ這えなV・．土星から

でも太陽は3’角程の覗直穫があるからである．從っ

て白油そのものはEの揚馬より精度は如何しても低い

が，観測上からは，6月の適合より有利な鮎がある様

に思はれる．

　（1）6月のはE，E，が同時に起つた異例であるか

ら，寧ろ誌面のSの方が期待出論る．其上其後に輪の

背面から見ると云ふ機會が來る．

　（2）　天候も6月より期待出來る．

　（3）　目下は他の事件は論定されて居ない．（日食の

如き），又土星の位置が夕刻である事も，面容ヒの便宜

がある．

　但し消失の頃はさして太陽に近くはなく，上矩を過ぎた頃であるが，背面

からの観測期には次第に太陽に近づく鮎が心配である．

　今後の檬子　目下太陽と輪の面の角度は，直線的に減少しつつあるが，地球

軌道と輪との角度は11月20日頃にまで漸次増加し，其れ以後は再び減少する．

だから輪の傾きは11月中頃まで僅かつ㌧増して行くが，輪に黙る太陽の光り

は二次第に弱まるため，輪の光りは多分11月中頃まではそれ程にも攣化せすに，

唯輪の本僧上に投げる影が細まって行くのが（見掛上は淡くなる）先に感じら

れるだろう。隅隅影の最大幅，太陽及地球から見た輪の面の傾斜，土星本町

の覗直径を表にすれば，
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　以上の夢中，輪の最大幅は，見掛け一1：，土星の本日に接して居る所を指すのであって，

位相等は考慮に入れて屠らなく，叉影はAB爾環（カシ＝溝を含む）のみが影を投ずる

ものとした・故に小骨黒占下三回目は少々不正確ではある・猫ほ土星鱒系の数値は“ラッ

セル”の‘‘天．交學”から探用した・

　此の表を見ると，7月上旬頃は，土星本膿の数．百分の…と云ふ薄い環であ

ったから，15Cmや30Cmでは明かに分離限界下になる爲め，各望遠鏡の干

渉像の幅を持つた棒の様に見えて居たのである．從って一端は尖らすに，外

部程淡くなる様に，．且つ全罷の光輝も溺く見えて居たのであった．從って，

此の事を今後の影蹴いて當嵌て考一て見・…肚旬には本丁翻ロ

ち0，5秒角であるから，既に此の頃より15cm級には淡く見え初め，9月中旬

には・・cm級の干渉臓を害・J　b，朋・陶・琳ば撒）約i諮ち・16秒

云ひかへれば70Cm級の大望遠鏡でもこの巾が測れなくなる．（理論上）だか

ら此の頃になれば15cmは勿論，30cmの望遠鏡でも，可なり淡v・影になる

と思ふ．そしてSの起る頃にも事：實認め得るか，否か，rl樫の差により其の

．黙も注意したい．（曝者は當時は見えないと思ふが）猫ほ影の中心線が願いと

云ふ設は寧ろ，光學的な理由ではあるまい力遅　一方輪の光輝も門門弱まる

べきではあるが，事實上Sの起る可なり直前まで見えて居るものらしい．だ
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か日氣を付けるりは12腿1こ入ってからで塑ろうと思ふ（二三10cm級以上）浦

失の時は急速に見えなくなるが，太陽の直樫が二二あるため，通過日すぎま

で見え，一番見難v・のは5日後位らしい・共後再び裏から見た一1＝星環が見え

初める・

　S一：E3の時2月號の記事及びバ1ナ1ドの描爲により，その間では，常と

は撹に，縮緬環の所と，カシニ分溝の邊が明るい様である・叉輪全艦も薄く

ボンヤリ見えて屠る。この事に射し二つの理由が纂げられて居る．

　（1）　一k星本器の光輝を受ける（」’度3ケ月4）光らない所が，地球の反射光

で淡く見えると同じ）．

　（2）太陽光が密度の低V・環の一部を通過する．

此の第二の理由は，縮緬環の部分が明るい事に封ずる最も雄辮な解答である．

然も此の事が，吾人が直接に眼で見て，土星の輪が微粒子の集りである事を

知るものとして（既定事實としたから云ぴ：方が逆であるが）興味深v・．

　ともあれ，今，學理上左程問題になる事件ではないが，兎に角珍現象を庇

の妊機に見逃されない檬に切望する．

葵文比島5同談話會記事

　　　　　　　昭利11年／0月6H14時30分開會一天文毫圖書室にて一

　i．小山秋雄氏1日食コロナ爲眞板の光度測定　（第1報）一一去る6月，中屯頁別に

て撮影した4枚のコuナ爲眞の光度を倉敷で測定した概報を述べる．測定機

はハルトマソ測定光度計で，測定機の上へ爲眞板を載せ，前後左右に微動せ

しめて，その目盛を讃取り，標準光度尺に比較して測定するのである・駕眞

板は10センチ李方の全面に渉って2ミリおきに測定黒占3000瓢を選び，之を順

序よく夫々の光度を測定して行った．一測定黙の圓の直言はO．3ミリである・

太陽の橡附近はコuナが一様に明るく，標準光度との比較が困難で，測定串

來なかった．測定され．た光度曲線は太陽の左右に一見非常に滑かな傾きを表

してみるが，爾これを基にして，今後曲線の傾斜につき分析研先微細な光


